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財形制度目的外払出しの 

非課税特例範囲を拡充！ 

 

 

 ２０１７年度税制改正において、勤労者財産

形成住宅（年金）貯蓄（以下：財形非課税貯

蓄）について、その払出し（目的外払出し）が

災害等の事由に基因するものである場合には、

一定の要件の下、その払出しに係る利子等に

対する課税が行われないこととされました。 

 

 財形非課税貯蓄（財形住宅貯蓄・財形年金

貯蓄）を本来の目的（住宅購入等、年金）以外

で払い出す場合、本来は利子などに課税され

ますが、非課税で払い出すことができる特例

の範囲が拡充されました。 

 勤労者につき、下記に掲げる「災害等の事

由」が生じた日から同日以後１年を経過する

日までの間に、その事由が生じたことにより勤

労者が財形非課税貯蓄の払出しを行う場合

には、その払出しに係る利子等に対する課税

が行われないこととされ、２０１７年４月１日以

降の払出しから、この非課税特例の範囲がす

でに拡充されております。  

 ここでいう災害等の事由とは、 

①勤労者が居住の用に供している家屋であっ

てその者又はその者と生計を一にする親族が

所有しているものについて、災害により全壊、

流失、半壊、床上浸水その他これらに準ずる

損害を受けたこと 

②勤労者が支払った医療費で、その者又は

その支払の時においてその者と生計を一にす

る親族のためにその年中に支払ったものの金

額が２００万円を超えたこと 

③勤労者が配偶者と死別等をし、所得税法に規定す

る一定の寡婦又は寡夫に該当することとなったこと 

④勤労者が特別障害者に該当することとなったこと 

⑤勤労者が雇用保険法に規定する特定受給者資格

者又は特定理由離職者に該当することとなったことを

いいます。 

 上記の事由が生じたことにより勤労者が財形非課

税貯蓄の払出しを行う場合には、その払出しに係る

利子等に対する課税は非課税となります。 

 

 なお、２０１６年４月１日から２０１７年３月３１日までの

間に財形非課税貯蓄の払出しを行った際に、その財

形非課税貯蓄に係る利子等について徴収された所

得税及び復興特別所得税の額がある場合に、その

払出しが上記に掲げる「災害等の事由」によるもので

あるときは、その払出しを行った勤労者は、２０１８年３

月３１日までに、勤労者の住所地の所轄税務署長に

対し、その徴収された所得税等の還付を請求するこ

とができるとされておりますので、該当されます方は、

ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船場経済倶楽部 

(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                

yasukouchi@skc.ne.jp 


